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ここがポイント！【研究内容】

分子スイッチを利用した
応力応答性材料の開発
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ホストーゲスト包接錯体を分子スイッチとして利用するこ
とにより、材料に力学刺激を印加することで外観が変化す
る応力応答性ハイドロゲルを開発しています。こうした技
術はストレス検出や材料破壊の予測を可能とします。また、
天然多糖であるセルロース繊維を補強材として複合化する
ことで高強度・高靭性化したコンポジット材料も開発して
います。このように、材料の高機能化・長寿命化により利
用時の安全性を向上する技術の開発に取り組んでいます。

機能性高分子、分子認識、ハイドロゲル

応用分野 プラスチック材料、医療材料
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